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多摩地域における体験型英語学習施設整備・運営事業 

審査結果及び審査委員会審査講評 

 

 

１ 審査結果 

東京都教育委員会は、多摩地域における体験型英語学習施設整備・運営事業について、

令和３年４月 28 日に公表した多摩地域における体験型英語学習施設整備・運営事業者募

集要項及び同審査基準に基づき、令和３年８月２日（月）から同月 12 日（木）までに１

件の提案を受け付けました。 

提出された提案について、事業応募者の構成等に瑕疵
か し

がなく、欠格事項にも該当しない

ことを確認しました。 

また、提案について、多摩地域における体験型英語学習施設整備・運営事業審査委員会

設置要綱に基づき、多摩地域における体験型英語学習施設整備・運営事業審査委員会にお

いて、提案書等の書面による１次審査並びに提案書等及びプレゼンテーションにより２

次審査を行った結果、株式会社ＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹを、最優秀事

業応募者として決定しました。 

 

 

２ 審査委員会審査講評 

  以下に、最優秀事業応募者の提案に関する多摩地域における体験型英語学習施設整備・

運営事業審査委員会の講評を示します。 

 

（１）最優秀事業応募者提案の優れている点 

   プログラムの内容については、海外での日常シーンを想定した「英語を使う」プログ

ラムと、様々なテーマに応じた内容を、グループワークやプレゼンテーションを通じて

「英語で学ぶ」プログラムにより、児童・生徒の発話を引き出す内容であり、プログラ

ムの効果が期待できることを評価しました。 

また、青海のＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹ（以下「ＴＧＧ」という。）

の良さを踏まえるとともに、多摩地域の魅力の発見、発信をプログラムに取り入れるな

ど、多摩地域における体験型英語学習施設の整備・運営方針を踏まえて検討されている

ことを評価しました。 

   こうしたコンセプトに基づき検討された施設改修の提案については、事業用施設の

広さや特長を踏まえた、多様なプログラムの効果的な実施や安全面等を含め、児童・生

徒に配慮した内容となっています。施設運営については、特に重要となる人材確保・育

成をはじめ、予約や利用の流れなど、経験やノウハウを生かした計画となっていること

を評価しました。 

   さらに、多摩地域の魅力を生かした施設として、多くの児童・生徒が利用し、英語を



好きになってほしいという、本事業の運営に対する高い意欲があることを評価しまし

た。 

その他、新型コロナウイルス感染症への対策を含めた安全衛生面や危機管理への配

慮や、事業の安定化や継続性について、収益事業の展開も含め考慮されている点も評価

しました。 

 

（２）改善が求められる点 

プログラムについて、ＴＧＧのプログラムを踏まえた提案となっていますが、既存の

プログラムの枠組みを用いるだけでなく、児童・生徒の学習能力を向上し意欲を引き出

す効果的なプログラムとなるよう、具体化に向けて、更なる検証や工夫が必要です。多

摩地域ならではの施設や地域の特長を活かしたプログラムや、グローバルな体験や発

信については、地域資源の活用や連携など創意工夫を凝らし、魅力ある取組として具体

化していくことが期待されます。 

また、利用料金について、ＴＧＧと同水準とする提案となっていますが、多くの児童・

生徒が継続的に利用しやすくするために、価格設定や料金体系について工夫する余地

があることを指摘します。安定的な事業継続を前提としつつも、多摩地域の児童・生徒

や学校現場からの期待に応えるため、更に工夫していくことを期待します。 

 

（３）提案の総合的な評価 

今回の提案では、ＴＧＧの実績や経験を踏まえ、全体的にバランスよくしっかりと検

討され、運営事業者として期待される一定の水準を満たしている内容となっているこ

とを評価しました。 

株式会社ＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹは、事業実施の実績やノウハ

ウがあることに加え、同社に出資し事業参画する親会社による、様々な運営上の支援等

が引き続き見込まれることも評価でき、これらの参画会社と緊密に連携し、より良い事

業とする取組を継続していくことを期待します。あわせて、児童・生徒の変容など教育

的な効果を測れるようにし、目標の達成状況や効果を検証しながら、プログラムの改善

等に反映していくことを期待します。 

一方で、課題としては、多摩地域に整備される新たな施設として、多くの児童・生徒

に利用され続けるようになるためには、ＴＧＧの取組をそのまま踏襲するだけではな

く、施設の立地や特長を活かしたプログラム内容や新規性のある取組を具体化し、より

よい体験機会の提供のために工夫していくことが求められます。 

事業者の創意工夫により、本施設は、ＴＧＧと同等又はそれ以上の教育的効果をもた

らす施設となる可能性があり、より良い体験型英語学習施設が実現し、子供たちが未来

を切り拓
ひら

いていくための一助となることを期待します。 

なお、施設の詳細な設計・施工、施設運営に際しては、各種法令等を遵守した計画と

なるよう、東京都教育委員会や所管部署、事業施設であるＧＲＥＥＮ ＳＰＲＩＮＧＳ

の施設管理者等との調整や協議を十分行うことにより、適切に対応されるよう申し添

えます。 
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